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インターバンクの声 （2015 年 6 月 17 日） 
 

米連邦公開市場委員会（FOMC）を控え、為替市場は典型的な様子見の展開に

なり始めているが、ユーロについてはギリシャのデフォルト（債務不履行）

懸念が高まっているだけに依然として価格変動幅が広がったままだ。１８日

から始まるユーロ圏財務相会合や延期されていた国際通貨基金（IMF）融資の

返済期限までに開催されるはずの非公式会合にしても、事態が好転しそうな

兆しはほとんど見られない。それでもユーロの現在値は１．１２ドル台。３

月から４月中旬にかけて１．０４～１．０５ドル台の安値圏に下落していた

時に比べればかなり回復しているとも言える。これだけギリシャのデフォル

トやユーロ圏からの離脱の可能性が高くなっても、ユーロへの負の影響が限

定的だとの見方が支配的なのだろうか。どうしても思い出してしまうのが、

リーマンショックやギリシャの財政危機が露見した時のことだ。当初は大し

たことになる可能性は低いとの見方が優勢だったが、結果は予想された以上

に市場へのダメージも大きかった。今回もまさかの反応には備えておくのが

得策だろう。 
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